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地域 の 話題
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金　賞
山口隆真 ( 角館小 1) 佐々木美祐（中川
小 1）橋本凌花 ( 角館小 2) 千葉由希 ( 神
代小 3) 藤原瑠南 ( 中川小 3) 布谷那奈
( 神代小 4) 戸澤彩 ( 角館小 4) 佐々木茉
祐 ( 中川小 4) 小野凌華 ( 生保内小 5) 
工藤周 ( 神代小 6) 戸澤咲子 ( 角館小 6) 
細川竣平 ( 神代中 1) 千葉静香 ( 角館南
高 2) 芳賀小春 ( 角館南高 2) 橋本菜央
( 角館南高 2)

　

公
民
館
主
催
の
第
６
回
新
春
書

き
初
め
大
会
が
、
１
月
７
日
に
角
館

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
市
内

の
小
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
44
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
白
う
さ
ぎ
」「
山
水

秋
田
」
な
ど
各
学
年
ご
と
に
決
め
ら

れ
た
課
題
に
取
り
組
み
、
一
字
一
字

に
新
年
の
思
い
を
込
め
て
、
い
き
い

き
と
筆
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

「
奄
美
の
島
唄
」
コ
ン
サ
ー
ト

実
力
派
歌
手
二
人
、
聴
衆
魅
了

一筆に思いを込めて
第 6 回仙北市新春書き初め大会

仙北市雇用創造推進協議会
雇用機会創出目指す事業構想が採択

　

１
月
11
日
、
仙
北
市
地
域
婦
人

連
絡
協
議
会
恒
例
の
「
新
春
の
つ

ど
い
」
が
西
木
町
ク
リ
オ
ン
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
会
員
約
60
人
が
参
加
し

て
、
今
年
１
年
の
活
動
の
充
実
を

誓
い
合
っ
た
ほ
か
、
市
教
育
委
員

会
の
熊
谷
教
育
長
を
講
師
に
「
楽

し
く
ゆ
っ
く
り
、
子
育
て
・
孫
育
て
・

自
分
育
て
」
と
題
し
た
講
演
会
が

行
わ
れ
、
会
員
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　１月 16 日、市民会館自主事業「奄
美の島唄」コンサートが行われました。
　出演のＲＩＫＫＩさん、築地俊造さ
んは、共に民謡日本一に輝く奄美民謡
の実力者。奄美民謡の特徴を音程の高
さやこぶし、ファルセットと説明を交
えながら、角館町出身の菅原弘明さん
がアレンジした、ロック調やバラード
調の曲に合わせ、すばらしい歌声を披
露。訪れた皆さんを楽しませました。

　

雇
用
情
勢
の
厳
し
い
地
域
に
お
い
て
、

雇
用
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た｢

地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業｣

に

仙
北
市
雇
用
創
造
推
進
協
議
会
の
事
業

構
想
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
先
に
採
択
さ
れ
た

「
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
」
に
よ
り
育

成
さ
れ
た
人
材
を

活
用
し
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
開
発
や

地
場
産
品
の
販
路

開
拓
を
行
い
、
地

域
の
雇
用
機
会
を

波
及
的
に
増
大
さ

せ
る
効
果
が
見
込

ま
れ
る
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
３
月

上
旬
開
始
）

仙
北
市
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
「
新
春
の
つ
ど
い
」

地
域
の
活
性
化
は
婦
人
パ
ワ
ー
で 日

本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
養
成
基
礎
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た

　大仙仙北広域圏日本語講座では、
大仙市大曲交流センターを会場に、
全５日間の日程で日本語指導ボラ
ンティア養成基礎講座を開催。今
後、大仙仙北広域圏日本語講座等
でボランティアで指導頂ける方が
対象。講座参加者 25 人中８人が仙
北市の方です。
　皆さんは講師の話を、熱心にメ
モを取りながら受講していました。
　大仙仙北広域圏日本語講座『角
館会場』では、外国人の方を対象
に毎週土曜日、角館交流センター
で午前 10 時から日本語指導をして
います。興味のある方は是非参観
ください。講座の様子を見ること
ができます。


